
 

 

 

 

 
本日で１学期が終了します。例年と違い、本年度は、特に新型コロナウィルス感染防止に伴い、急な対応

やお願いをし、保護者の皆様に御理解と御支援をいただきました。心より感謝申し上げます。お陰様で、１
学期の間、子どもたちは毎日元気よく学校生活を送ることができました。 
明日から夏休みです。事故や健康に気を付けて、楽しく充実した夏休みになることを願っています。 

 第１学期 終業式（８／４）校長の話  

～１学期の「考動」を、夏休みにつなげよう～ 
 ５５日間の１学期が終わります。休校があったため、予定より１８日間短くなりましたが、岩

っ子のたくさんの「志」や「考動」を見つけました。皆さんは自分のどんな「志」「考動」があり

ましたか。友達のどんな「志」「考動」のよさを見つけましたか。 

 今から全員に５つ質問をします。自分で確かめましょう。 

【ここで、１学期に全学年で徹底を心掛けた５つのことを尋ねました。◎・〇・△のどれだったかを自分で考え

て挙手するようにしました。】 

◎「ほとんどできている」〇「できるときとできないときがある」△「ほとんどできていない」 

① 挨拶…「〇〇さん、〇〇先生、おはようございます」と相手の名前を呼んで挨拶ができる。 

② 返事…名前を呼ばれたら「はい」の返事ができる。 

③ 椅子…授業中に立つときに、椅子はそのままで立つ。 

④ 整理整頓…靴箱や机の中の整理整頓をしている。 

⑤ 歌声…朝の歌はきれいな声で歌っている。 

△や〇が悪いのではありません。自分が、今、どのくらいできているのか、自分で分かっている
ことが大切なのです。△は〇に、〇は◎にしていき、２学期は全部◎になることを目指しましょう。 

次は、学校で一番大切な授業についてです。岩田小は、「夢中になって学び合う授業」を目指し
ています。あなたのクラスでは、みんなでどんな授業を目指していますか。クラスで話し合って決
めた合い言葉は何ですか。 
【それぞれの学年で話し合って決めた目指す授業の合い言葉を学年ごとに尋ねました。】 

【続けて、各学年の授業中の写真（※）を見せ、夢中になっている表情や学び合いの姿を確認しました。】 

２学期も、夢中になって学び合う姿をたくさん見つけたいです。どの学年も、自分たちが目指 

している授業について、さらに自信をもって言えるようになっていると思います。 

最後にもう一回聞きます。授業中でも生活の中でもいいです。１学期にあなたが「考動」でき 
たことは何ですか。 
明日からは、みんなが楽しみにしている夏休みです。夏休みはチャレンジのステージです。 

夏休みにあなたが「考動」できそうなことは何ですか。３週間たって、自分は何ができるように 
なっていますか。 

8月 26日に、いろいろなチャレンジをした岩っ子全員が、元気に登校できることを楽しみにし 

ています。        
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※夢中になって学び合う子どもたち 



 

 夏休みの間、一輪車を貸し出します。御希望の方は、以下の期間に、保護者の方が一輪車を学校まで借り
にきてください。貸し出し・返却の際、貸し出し簿に必要事項を御記入していただきます。 
 貸し出し・返却期間 ： ８月５日（水）～25日（火）  

職員がいる日に、貸し出し・返却をお願いします。  
             職員がいない日：土・日曜日、祝日（８月 10日）、８月 12日（水）～14日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

匂坂中の渥美さんの御厚意により、昔ながらの七夕

かざりを体験させていただきました。昔、七夕は、月

の動きを基準にした旧暦に基づいて行われていたそう

です。岩田地区は、現在も旧暦で行われています。 

渥美さんが、短冊や笹等を準備してくださり、７月

31日、８月３日の２日間、下校時間帯に校門で子ども

たちに短冊へ願い事を書かせてくださいました。 

「みんな笑顔になりますように」「コロナがおさま

りますように」と、子どもたちは自分の思いを短冊に

書き表しました。 

渥美さん、ありがとうございました。 

一輪車の貸し出しについて 

1学期  

一輪車チャレンジ 

 

８月３日 メディア講座「ゲーム、メディアとじょうずに付き合うために」    

講師の長澤先生が、様々な事例をもとに、子どもたちに分かりやすくお話してくださいました。 

たいへん参考になる内容でした。以下、昨日の講話の一部抜粋です。 

【講座より一部抜粋】 

・自分のため（自分を守るため）、自分で考えて、自分で決めて、自分で行動することが大切。 

・インターネット上は、大人と子どもの区別はない。みんな平等。同じようにつながっているの 

で、使い方を考えないと、いろいろなトラブル巻き込まれることがある。（事例紹介） 

インターネットは、自分の生活をよくするために、自分の責任で、よく考えて使う。 

・ゲームはおもしろく作ってあるので、自分では「だめ」だと思っていてもやめられなくなり、結

果、病気（依存症）になる。 

【子どもの振り返り】 

・インターネットを使うとき、次はどうなるか、相手はどう思うかなど、よく考えて使うようにしたい。 

・ゲームをやりすぎると、病気（ゲーム依存）になるから、気を付けて時間を決めたい。 

・ゲーム依存症になるから時間に気を付けるように、タイマーを使ったり、時間になったら家の人に言っ

てもらったりする。 

・インターネットを使うと、すごく便利になって生活がよいものになる反面、いじめや迷惑行為など、自

分がいやな思いをすることが分かった。これから、よく考えて使っていきたい。 

・インターネットの情報は正しいか間違っているか、本当かうそか分からないし、一度出したものは完全

に消せないから、自分で考えることが大切。 

・自分で自分を守り、困ったときは大人に相談したい。 

９月 12日（土）午前 10時 25分～11時 10分 保護者向け講座です。 

ぜひ、御参加ください。申し込み、受付しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七夕かざり体験 ～匂坂中の渥美さんの御厚意より～ 


